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次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
民
主
党
政
権
は
、
政
権
交
代
以
前
に
お
い
て
二
兆
五
千
億
円
超
だ
っ
た
農
業
予
算
を
、
本
年
度
予
算
で
は
、
二
兆
千
億
円

ま
で
大
幅
に
削
減
し
た
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
正
反
対
で
あ
る
米
価
下
落
を
招
き
、
赤
字
の
農
家
が
減
ら
な
い
な
ど

問
題
の
多
い
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
実
現
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、
我
が
青
森
県
に
お
け
る
本
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算

は
、
平
成
十
四
年
度
予
算
と
比
較
し
て
約
三
割
ま
で
急
落
し
て
お
り
、
補
正
予
算
を
活
用
し
て
も
尚
、
農
家
の
実
態
は
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
、
農
業
構
造
の
脆
弱
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
な
ど
に
よ
る
辛
酸
を
嘗
め
尽
く
し
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。戸

別
所
得
補
償
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
た
農
業
基
盤
整
備
を
本
来
の
姿
に
復
活
さ
せ
る
た
め
、
農
家
所
得
の
向
上
や
担
い
手
育

成
、
農
地
の
維
持
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
多
面
的
機
能
の
維
持
強
化
を
図
り
、
強
い
日
本
農
業
・
農
村
の
構
築
、
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
農
業
の
発
展
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

問
題
の
多
い
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
実
現
に
重
点
を
置
い
た
た
め
、
我
が
青
森
県
に
お
け
る
本
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業

予
算
が
、
平
成
十
四
年
度
予
算
と
比
較
し
て
約
三
割
ま
で
急
落
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

一



か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

農
作
物
の
生
産
拡
大
や
水
管
理
の
省
力
化
に
貢
献
す
る
地
下
灌
漑
方
式
に
よ
る
暗
渠
整
備
が
農
家
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
我
が
青
森
県
の
水
田
汎
用
率
は
四
割
に
止
ま
っ
て
い
る
。
農
家
の
意
向
に
沿
え
る
「
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

我
が
青
森
県
の
農
業
用
ダ
ム
や
た
め
池
、
水
路
等
の
農
業
水
利
施
設
の
殆
ど
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
「
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
耐
震
強
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
野
田
内
閣

の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

四

農
業
用
水
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設
の
導
入
に
つ
い
て
、
直
近
に
お
け
る
全
国
の
進
�
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
当
た
っ
て
は
、
国
庫
補
助
制
度
の
創
設
が
必
要
と
考
え

る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
電
力
の
安
定
供
給
が
欠
か
せ
な
い
が
、
年
間
を
通
じ
て
発
電
可
能

な
冬
期
の
水
利
権
確
保
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二



六

平
成
二
十
五
年
度
完
了
予
定
の
国
営
岩
木
川
左
岸
土
地
改
良
事
業
、
現
在
継
続
中
の
小
田
川
二
期
地
区
、
本
年
度
新
規
採

択
さ
れ
た
平
川
二
期
地
区
に
つ
い
て
、
直
近
の
予
算
編
成
過
程
に
お
け
る
進
�
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
示
さ
れ
た
い
。

七

六
に
関
連
し
、
十
三
湖
二
期
地
区
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
予
算
編
成
過

程
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
進
�
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

八

我
が
青
森
県
で
は
現
在
、
十
二
地
区
、
約
九
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
水
田
の
圃
場
整
備
を
通
じ
た
農
地
集
積
に
よ
る
規

模
拡
大
を
加
速
し
て
い
る
が
、
地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

九

強
い
日
本
農
業
・
農
村
を
構
築
す
る
た
め
、
地
方
に
と
っ
て
「
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
」
、
「
地
域
自
主
戦
略
交
付

金
」
及
び
「
地
域
再
生
基
盤
強
化
交
付
金
」
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
、
ど
の
よ
う
に
反

映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


